
№ 事業名称 事業のねらい 事業実績
予算現計
（円）

実績
（円）

執行率
（％）

指標名称 H28目標 H28実績 H29目標 達成状況 評価コメント

婚活イベント開催回数
（回）

10 8 2 ほぼ順調

魅力アップセミナー開催
回数（回）

5 5 － 順調

婚活サポーター養成セミ
ナー回数（回）

3 5 － 順調

性格診断Webアプリによ
る婚活イベント参加者数
（人）

150 105 順調ではない

性格診断Webアプリによ
る魅力アップセミナー参
加者数（人）

75 34 順調ではない

婚活イベントのカップル
成立数（組）

40 29 順調ではない

縁結びサポーターが受け
た相談件数（件）

15 2 順調ではない

当該補助金の交付件数
（件）

10 1 － 順調ではない

当該補助金が結婚のきっ
かけとなった申請者の割
合（％）

100 0 － 順調ではない

37,000 11.0%

　交付件数について、計画に対する実績が10％にとどま
り、目標は達成できませんでした。
　認知度向上のため、市のHP・広報、SNS、市内公共施
設におけるポスター設置、市役所及び各支所でのチラシ
配架により本事業を周知しました。HPアクセス数は累計
441件（平成28年6月1日～平成29年3月31日）であり、ポ
スターは約30か所に掲示し、広報は2回（6月号、8月
号）、チラシは約50枚配布しました。
　申請者に行ったアンケート結果によると「既に結婚の
予定があり、結婚を決意したり、結婚を早めたりする後
押しにならなかった。」と回答しています。
　執行率が低い要因としては、低所得世帯の場合、補助
額15万円かつ単年度補助では、結婚後の生活不安が払拭
されず、結婚に踏み出す動機付けにならなかったことが
挙げられます。
　経済的理由で結婚に踏み出せない若年者を後押しする
には、結婚後の生活不安を払拭するだけの金額を継続的
に補助し続けることが必要と考えます。
　改善案として対象世帯・対象経費の拡大や補助額の増
加は考えられますが、県補助事業による実施を前提とし
ており、この条件下では事業ニーズ、事業効果とも低い
と思われるため、28年度で事業終了とします。

素敵な出会い応援事業（地域少子化対策重点推進交付金事業）、新婚生活支援事業（結婚新生活支援事業補助金）の効果検証

1
素敵な出会い応
援事業

・結婚希望者が、イベン
トやセミナーなど出会い
に関する情報を入手し、
参加しています。
・市認定の縁結びサポー
ターが、結婚相談や引き
合せを行っています。

○ホームページ、性格診断webアプリを制作し
ました。
○LINE＠により情報発信を行いました。
○性格診断を活用した出会いイベント、魅力
アップセミナーを開催しました。
○縁結びサポーター養成セミナーを開催し、市
認定の縁結びサポーターを養成しました。
○縁結びサポーターによる結婚相談、引き合せ
を行いました。

14,552,000 14,506,272 99.7%

2
新婚生活支援事
業

経済的理由で結婚に踏み
出せない若年者の結婚に
伴う経済的な負担が軽減
され、結婚しています。

○新婚世帯が住宅の賃貸又は引越しに要する経
費に対し、以下のとおり補助金を補助金を交付
しました。
【対象世帯】
　・申請年度に婚姻した世帯
　・前年の夫婦所得合計額が300万円未満
　・夫婦ともに申請年度の4月１日現在の
    年齢が30歳未満
【対象経費】
　・住宅賃貸に係る敷金、礼金
　・引越しに係る経費
　　（引越し業者への支払い等）
【補助額】
　実費
　※住宅賃貸10万円、引越し費用５万円
　　を上限とします。

337,000

　行政による単なるイベント開催とその情報提供にとど
まることなく、性格・相性診断Webアプリを核として、
婚活支援に関する総合的な取組を行い、イベントに積極
的に参加できない方や婚活に悩んでいる方が一歩前に踏
み出せる環境・仕組みを整備し、出会いの場を創出する
ことができました。
　婚活イベントは、男性からの申込みは多かったのに対
し、女性からの申込みが少なく、人数調整をしたため目
標を下回りました。カップル成立率は約６割と高かった
のですが、参加者数に比例してカップル成立数も目標を
下回りました。婚活イベント・魅力アップセミナーとも
に、地元開催で知人に会うリスクがあり、参加を躊躇し
たものと考えます。
　縁結びサポーターが受けた相談件数は２件と目標を下
回りました。前述のとおり、相談を行う認定サポーター
は、縁結びサポーター養成講座Ａ・Ｂの受講を要件にし
たこと、その講座の最終回を２月にしたことにより、サ
ポーターの活動期間が短かったことが原因と考えます。
しかしながら、縁結びサポーターによる引き合わせや相
談を希望する縁結び会員が12名（男性11名、女性１名）
登録していることから、次年度以降は相談件数の増加が
見込まれます。

40

－

6

15

資料４


